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I 藤原宮・京の調査

北京極大路

(一条 )

一条大路

(二条 )

二条大路

(三条 )

三条大路

(四条 )

四条大路

(五条 )

五条大路

(六条 )

六条大降

(七条 )

七条大降

(八条 )

八条大路

(九条 )

九条大j14

(十条 )

十条大路

大
官
大
寺

(十一条 )

十一条大路

(十二条 )

南京極大路
東
京
極
大
路

（左
京
四
坊
）

東
三
坊
大
路

（左
京
三
坊
）

東
二
坊
大
路

（左
京
二
坊
）

東

一
坊
大
路

（左
京

一
坊
）

朱
雀
大
路

（右
京

一
坊
）

西

一
坊
大
路

（右
京
二
坊
）

西
二
坊
大
路

（右
京
三
坊
）

西
二
坊
大
降

（右
京
四
坊
）

西
京
極
大
路

第 1図 藤原京内調査位置図 (1:20000,網 目は既調査地 条坊は模式図 )
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1.藤 原宮東方官衛・ 内裏東外郭地域の調査 (第 55次 )

(1987年 5月～12月 )

藤原宮東方官行地域では、1978年 の第24次の宮東限区画施設の調査以来、宮

中心部に向かって調査を進め、整然 と配置された長大な建物群を確認 し、 さら

に官行を区画する塀の存在を初めて明かに した (概報 9～ 11・ 13・ 15)。 今回

の第55次 調査は以上の調査を受けたもので、調査地は官衛地区と内裏地区とに

またがる。内裏東外郭での調査は本調査地北の奈良県教育委員会による調査

(奈良県教育委員会『藤原宮』)、 および南の第 4次調査 (報告Ⅲ)が行なわれ

ている。調査地の基本層序は上から耕土・床土 。暗褐色砂質土 (地 山)であり、

東側約10mの間は黄褐色粘質上の地山である。西半部は地山の上に暗責灰色粘

質上が一層ある。遺構は暗黄灰色粘質土 と地山面で検出した。

1.藤 原宮期の遺構

検出した主な遺構 は掘立柱塀・ 掘立柱建物・ 溝である。 SA865は 内裏東外

郭の東を限る南北塀で、今回は14間 分 (40m)を検出した。柱掘形 は一辺 lm
～1.5m、 深 さ0.6mで、柱はすべて西方向へ抜取 られている。南北溝SD 105は

SA865の 東 5mに ある宮内の基幹排水路 (東大溝)で あ り、すでに上記の調

査で確認 している。幅 4m、 深さ0.8mで、堆積層は 3層 に大別でき、上層には

遺物が少ない。中層には木炭・ 土器・ 瓦を多 く含み、中層の下面に木片を含む

層があり、その中か ら木簡が出上 した。下層か らは土器が多量に出上 した。SA

―」

倒

「

"44次

第 41次

第 2図 藤原宮東方官衡地域調査位置図
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865の 西の内裏東外郭内にある建物 SB6052は桁行 8間・ 梁行 2間 以上の南北

棟である。一辺 1.5～ 2.Om、 深さ0.8mの柱掘形で、円形の柱抜き取 り穴がある。

柱間寸法は桁行・ 果行 ともに3.Om等 間である。南北塀 SA6051は 北端が南北溝

SD6075の 流路によりこわされている。東方官行の建物が この塀 までで終 って

いるため、官衛区画の西限の塀 と考え られる。第41・ 44次調査地には南北二つ

の官行を区画する東西塀 2条 と南北塀 2条 があ り、 SA6051は この うち北側の

東西塀 SA3630に 接続 して北の官行を区画 している可能性がある。ただ し柱掘

形 はSA3630よ りやや小 さ く、柱間寸法 も相違がある。東西棟建物 SB 3897は

西側柱をSA6051と 共有 し、西か ら 3間 分を検出 した。東か ら 2間 分は第44次

調査ですでに検出 しており、桁行 7間・ 梁行 3間 と推定される。北側柱列西か

ら 3番 目の掘形 には柱根が残 る。南北溝 SD8501ま SA 6051の 西 3.5mに あ り、

幅1.5m、 深さ0.6mで、堆積土は 2層 に大別できる。調査区南辺にのみ残 り、北

側は後述の南北溝 SD 6075で こわ され る。 SD 850は 第 4次 調査 で検 出 してい

るが、今回と比べると幅が2.4mと 広い。

2.藤 原宮期以前の遺構

弥生時代・ 古墳時代の遺構 と 7世紀代の遺構がある。

弥生時代の遺構には、調査区の東南か ら西北に斜行する大溝 SD6064が ある。

幅は最大3.5m、 深さ0.8mで、堆積土は 3層 に分かれ、中層か ら弥生時代後期の

上器が多量に出上 した。

古墳時代の遺構は掘立柱建物・ 溝・ 土坑がある。建物・ 溝はいずれも方眼方

位に対 しほぼ45度 振れている。 SB6065は 桁行 4間 。果行 3間 と推定 され る。

SB6066は 桁行 3間・ 梁行 3間 である。第 44次調査地で も同方位の古墳時代の

建物を多数検出したが、今回の建物より規模が大きく整然としてお り、様相が

異 る。溝SD6067は 幅1.2～ 2.Om、 深さ0.5mで、堆積土は 3層 あ り、最下層か

ら 6世紀代の上器が多量に出上 した。溝 SD6068は 幅 0。 5m、 深 さ0.15m、 堆積

層は一層で、南端は削平を受けている。北西部にあるSK6069は 南北 1.5m、 東

西1.5mの不整形の上坑で、 6世紀代の上器が出上 した。

7世紀代の遺構には掘立柱建物 。掘立柱塀・ 道路・ 溝・ 土坑がある。東西棟
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第 3図 第55次調査遺構配置図 (1:400)
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建物 SB3889は 第44次調査地で東端を検出 してお り、果行 2間 で、桁行 は11間

と推定 される。東西塀 SA3891も 第44次 調査か らつづ く塀で、本調査地で 4間

分を検出 したが、後述の奈良～平安時代の溝 SD6075よ り西では検 出 していな

いため、 SD6075。 SD 850付 近で北へ曲が る もの と考 え られ る。 そ うで あれ

ば SB 38891ま 「 コ」の字状の区画内の建物 とな る。南北棟建物 SB 6053は 桁行

4間・ 梁行 2間 である。南北棟建物 SB6054は SB 6053の 東 にあ り、東側柱筋

はSD 105に よ りこわ されている。桁行 4間 以上・ 梁行 2間 で、南は調査区外

に延びる。その東の南北塀 SA6063は 削平のため欠けている柱穴があ り、北端

も不明である。南北塀 SA6057は 一辺約 1.Omの 掘形を持ち、柱間2.lmの 整然 と

した塀で、 18間 分を検 出 した。道路 SF6050は 条坊計画道路の東一坊坊間路に

あたり、東西両側溝を伴なう。東側溝SD6058は幅1.Om、 深 さ0.4m、 西側溝 S

D6059は幅 0。 85m、 深 さ0.2mで 、溝心心距離は7.2mを測る。SK 6060は 径2.6m

の円形土坑で、深 さ1,lmで ある。 7世紀中頃の上器、馬骨が出土 した。土坑 S

K6061は調査区北端で南半を検出した。円形 とみ られ、南北長3.5m、 深 さ1.4m

で、土器・ 斎串・ ヒョウタ ン等が 出上 した。 SK 6061に 接す るSK 6062は 径

3.Omの 円形土坑で、深さ0.8mで ある。両土坑 とも 7世紀後半であろう。

3.藤 原宮期以後の遺構

奈良・ 平安時代の遺構で、掘立柱建物・塀・ 溝 。井戸・ 土坑がある。東西棟

建物 SB6071は 身舎の桁行 3間 以上・ 梁行 2間 で、南庇がつ く。南北棟建物 S

B6070は 2間 の北妻を検出 しただけである。東側柱筋がSB6071の 西妻 と揃 う。

南北塀 SA6056は 柱間寸法が1.7mか ら3.5mま で差があり、掘形の規模 も一様で

ない。以上の遺構は出土遺物等か ら奈良時代 と考え られる。

南北棟建物 SB 6072は 桁行 5間 以上・ 果行 2間 で ある。南北棟建物 SB 6074

は桁行 3間・ 梁行 2間の総柱建物である。柱間寸法は桁行 1.4m・ 果行2.Omであ

る。南北棟建物 SB 6073は SB 6074の 南 にあ り、北妻 2間 だ けを検 出 した。 S

B6080は桁行 5間・ 果行 2間 の南北棟建物で、柱掘形 は小 さ く、掘形内に石が

1～ 3個 入るものがあり、根巻石状 に用 いたのであろう。東西棟建物 SB6081

は桁行 4間 。梁行 2間 で、小さい掘形である。南北 9間 の塀 SA6055は 掘形 の
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規模・ 柱間寸法にばらつきがある。

井戸SE6077は 一辺0.5m、 深 さ0.55mの縦板組で、下端部四面 に内側か ら桟

をあてて枠板を固定 している。掘形は一辺 1.2mの方形で、井戸枠の周囲に人頭

大の石を積んでいる。井戸SE6078は 一辺 0。 7m、 深 さ0.8mの 縦板組であるが、

東辺には枠板は残 っていない。隅柱を立て、底か ら0.2m上 の柄穴に横桟をさし

こんで枠板を固定する。埋土か ら隆平永宝 (796年初鋳 )が 6枚 出土 した。掘

形は一辺 1.4mの方形である。井戸SE6079は 一辺0.8mの 縦板組で、南辺東西に

隅柱が残る。井戸底中央に径 0,5mの 曲物をすえる。深さは約 lmで ぁる。掘形

は長径 1.2mの 楕円形である。

南北溝SD6075は 開削時は幅 2m、 深 さ0.5mで、奈良時代中頃の溝であるこ

とを調査区南端部で確認 した。その後、氾濫を くり返 し、北方では溝幅が大 き

く広が っている。その状況を示す玉石による簡単な護岸が何条か残る。最上層

は平安時代中頃の遺物を含む。溝中には玉石が多量に散在 しており、最初は玉

石で護岸 していたのであろう。第 4次調査地では南北溝SD 850の 西 2mに 南

北溝 SD852が並行 してお り、西岸斜面 に護岸 の玉石列があ り、溝中にも多量

の玉石が散在 していた。幅 2m、深 さ0.55mで 、位置 。規模か らみるとSD 6075

の当初の溝 と近似 してお り、 SD 6075は SD 852の 延長部の可能性 もある。第

4次調査ではSD852を 藤原宮期の溝 と考えたが、再検討の必要があろう。石

組東西溝 SD 6076は やや北東 に斜 向 しなが らSD 105を 越 えて東流す る。溝幅

1.5m、 深さ0.5mで 、掘形の幅は 2mで ある。側石一段が残 り、底には扁平な石

を敷 く。土坑SK6083は 東西 6m、 南北 4m、 深 さ0.5mである。以上の遺構 は平

安 時 代 に入 る と考 え られ るが 、 SB 6080・ SB 6081・ SE 6079。 SK 6083は さ

らに平安時代中頃に降るとみ られる。

4.出 土遺物

土器・土製品 。瓦 。木簡 。木製品 。銭貨 。金属製品 。石製品・ ガラス玉等が

あり、その多 くはSD 105。 SD6075等か ら出上 した。

土器では縄文土器・ 弥生土器・ 土師器・ 須恵器・ 黒色土器 。瓦器・ 施釉陶器

(緑釉・ 灰釉陶器 )・ 製塩土器の他、墨書土器が出上 した。第 5図 はSD 105
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。SD 6067・ SK 6083の 出土品で あ る。 SD 105の 上器 につ いて は第 4次 調査

出土品を藤原宮期の基準資料 として報告 しており、今回、良好な資料を追加す

ることがで きた (報 告 Ⅲ )。 SD 105か らは他 に墨書土器 1点 (土 師器皿、判

読で きず )、 土馬 1点 等が出土 した。 SD 6067出 土土器 は 6世 紀前半～後半に

かけての時期に属す る。 SK6083出 土土器 は10世 紀前半の良好な資料である。

SD6075か らは奈良～平安時代の多量の土師器・ 須恵器の他、灰釉陶器・ 製塩

土器・ 陶硯・ 土馬等が出土 した。

瓦はSD6075を 中心に出上 しているが、その量は少ない。軒瓦・ 丸瓦・ 平瓦・

憂斗瓦・ 隅木蓋瓦などがある。軒瓦は藤原宮式が大部分である。隅木蓋瓦は特

異な形態で、第24次 調査出上の藤原宮鬼瓦 (概報 9)と 類似す る重弧文を もつ

(第 4図 )。

銭貨 にはSE6078出 土の「隆平永賓」 6枚 、SD 6075出 土 の「万年通賓」 1

枚、金属製品にはSD6075出上の帯金具など銅製品の他、刀子・ 鈍等の鉄製品

がある。石製品には砥石・ 紡錘車・ 管玉・ 有孔円盤・ 石鏃・ 剥片刃器等がある。

木製品はSK6061か ら斎串が出上 している。

第 4図 隅木蓋瓦 (1:5)
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木簡はSD 105か ら35点 出上 したが、 ほとんどが断片で、主 な ものは隠岐国

および評制下 (国評名未詳)の貢進物荷札等である。

5。 ま と め

今回検出 した調査区東端の南北塀 SA6051は 東方官行地域の西限の塀 と推定

でき、第41・ 44次調査で検出 した官行区画の東限南北塀 SA3631と の距離は66

mで、大尺750尺 の 1/4と なる。また、 この官衡区画の北限が、東面北門か ら西

への宮内道路まで とす ると、同 じく第41次調査で検出 した官衛区画の南限の東

西塀 SA3630と の間の南北長は88m(250大尺)と な り、藤原宮で初めて一つの

官衝区画の規模が推定できることになる。

南北溝SD 850は 官衡区画の西 に沿 ってお り、 SA 6051と と もに官行地域 を

区画す る施設で あろ う。 SD 850と 南北大溝 SD 105と の間約 18mは 藤原 宮期

の顕著な遺構のない空閑地であり、南北方向の道路 と解することもできる。

内裏東外郭を限る塀 SA865か ら西 15mに 、内裏外郭内の掘立柱建物 として

は規模の大きいSB6052が ある。平城宮で は内裏東外郭内官衡地域であり、藤

原宮で も同様であることが考えられるが、東方官行地域の他の建物 と比べ ると

柱間寸法・ 柱掘形 とも大きい。

この地域は藤原宮期直前の時期にも建物や塀 などがあ り、特 に東西塀 SA38

91は L字状に北へ折れてSB 3889等 の建物 を囲む可能性がある。 これ らの遺構

は飛鳥浄御原宮の時期の官衡的性格の施設か、藤原宮の造営に関連 し、先行 し

て使用されていた建物である可能性が考えられる。

藤原宮の廃絶後 も、 この地域には平安時代前期頃まで整 った建物群や石組溝

が存在する。 これ らの遺構の位置づけとしては、平城宮への遷都後 も引続 き何

らかの公的施設が置かれていた可能性 と、平安時代初期には藤原宮の一部が荘

園化 していたため、その関連の施設の可能性が考え られる。
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2.藤原宮西方官衡地域の調査 (第 51・ 57次 等 )

(1986年 12月～1987年 12月 )

A.藤 原宮西南辺地域の調査 (第 51・ 57次 、54-4・ 15・ 16次 )

これ らの調査はいずれ も橿原市の宅地造成 と、それに関連する道路工事など

に伴 って、橿原市四分町で行 ったものである。

調査地域は藤原宮西南辺にあたる。 この地域の これまでの主な調査は今回調

査地の南西 (第 34次 )と 北西 (第 10・ 26次等)で行われている (報告 I・ Ⅲ、

概報 9・ 12)。 第34次 では宮域の外郭施設である大垣・ 内濠・ 外濠の西南隅を

検出 している。また、第 10・ 26次 などでは建物遺構は少な く、 7世紀後半～藤

原宮期の小規模な掘立柱建物・ 塀が存在するにすぎない状況である。

今回の調査では、特に第51・ 57次 は発掘面積 も広 く、宮西南辺の遺構状況の

把握、条坊計画道路の検出などのほか、 この一帯が弥生時代の大規模な遺跡

(四分遺跡 )で あることか ら、下層の弥生時代の遺構の検出も目的の一つ とし

て行 った。以下、各調査の結果について述べる。

なお第51次 の下層調査では、弥生時代の上壌を抽出し 花粉分析を実施 した。

ＩＩ
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第 6図 藤原宮西南辺地域調査位置図
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第7図 藤原宮西南辺地域遺構配置図 (1:600)
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その結果について、天理参考館学芸員の金原正明氏よりご報告いただいた。

(1)第 51次 (1986年 12月 ～1987年 4月 )

調査は東西水路をはさんで北側に東西45m。 南北40mの 北区、南側 に東西67

m・ 南北 8mの南区を設けて行 った。調査地 は南面大垣か ら南区まで約 17m、

西面大垣か ら南区まで約27mの位置である。北区東南部で下層遺構の調査を行

ったので、以下、上層遺構 と下層遺構 とにわけて調査結果を述べる。

① 上層遺構

調査区の基本的土層は上か ら水田耕土 (約 0,2m)・ 床土 (約0.4m)で 、その

下は北半が茶褐色粘質上、南半が暗茶褐色粘質土 となり、 これ らの土層の上面

で上層遺構の検出を行 った。

上層で検出した遺構は古墳時代か ら中世におよぶが、その主要なものは掘立

柱建物 3棟、掘立柱塀 1条、井戸 1基、道路 2条、土坑 1基、 自然流路 1条 な

どである。建物・ 塀は南区のみで検出 し、北区には全 く存在 しなかった。

7世紀後半の遺構 条坊計画道路である西二坊坊間路SF 1082と 六条条間路 S

F4750と 、その交差点部分を検出した。両道路 とも、幅約 0。 6～ 1,Om、 深 さ約

0。 1～ 0,4mの側溝を伴い、交差点部分で L字状につながる。溝心心距離は、坊

間路では交差点の北側は7.Om、 南側は6.8～ 6。 9mと やや異なる。条間路では約

7.Omで ある。坊間路の幅の違いは、東側溝の位置が交差点の北側 と南側で約

0。 2mずれが生 じていることに起因する。交差点北側の坊間路東側溝とこれにつ

ながる条間路北側溝は、幅約1.Om、 深さ0.3～ 0.4mと 、他の部分に比 して幅が

広 くかつ深い。側溝か らの遺物はごく少量であるが、 7世紀後半か ら藤原宮期

の土器が出土 した。

藤原宮期の遺構 掘立柱建物 SB5329・ 5330は 両者 ともに南北棟建物 と考え ら

れる。SB5329は 北側柱 2間 分のみを検 出 した。柱間寸法 は1.3mで ある。 SB

5330は 桁行 3間 。異行 2間の建物で、柱間寸法は桁行約1.4m・ 梁行約 1.5mで あ

る。SA5331は 南区西端部にある南北塀で、柱間寸法は 1.5～ 1.7mと 不揃 いで

ある。SE5332は SA5331の南にある円形の素掘 り井戸で、径 1.2m、 深 さ0.9m

あり、藤原宮期の上師器・ 須恵器などが出土 した。
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古墳時代の遺構 北区の中央で、弧状をなす 自然流路SD 5332を 検 出 した。幅

3～ 3.5m、 深 さ0.6mで ある。

中世の遺構 南区東半部で建物 SB5326を 検 出 した。桁行 3間 以上・ 果行 2間

の総柱の南北棟で、柱間寸法は桁行約1.5m。 梁行約1.3mで ある。東側柱の一つ

は土坑で壊 されている。

② 下層遺構

下層遺構の調査は上層遺構の状況か ら、北区の東南部分に東西15m、 南北

14.5mの 調査区を設定 して行 った。基本的な土層は上か ら順に暗茶褐色粘質土

(約 0.3m、 中・ 後期弥生土器を含む )、 黒色粘質土 (約 0.3m、 中期弥生土器を

含む )、 黄灰色粘質土 (約 0.25m、 中期弥生土器を含む )、 そ して黄褐色砂質

土 (地 山)と なる。下層遺構は黒色粘質土の上面 と、黄褐色砂質上の上面で竪

穴住居跡・ 掘立柱建物・ 溝・土坑 。井戸等を検出した。地山の高低でみると、

調査区は基本的に約0.2mぐ らいずつ差のある 3つ の平坦面か らなっている。西

南側が高 く、東北側が低いため、飛鳥川に沿 って伸びる微高地の東北斜面 に調

査区を設定 したのであろう。

遺構の時期は弥生時代の前期か ら後期におよんでいる。 この うち前期 と後期

に属するものは少な く、中期に属するものが大多数を占めていた。 この中で次

に報告する中期後半の竪穴住居跡は、特筆すべきものである。

竪穴住居跡は調査区の西北隅で検出し、

直径約5.5mの 円形のものである。中央に

一辺約0.5m、 深 さ約0.35mの 不整形のい

わゆる中央 ピットを備え、中央 ピッ トか

ら約 1.5m外側に、合計 6つ の柱穴がめぐ

っている。柱穴は中心方向に少 し傾 けて

掘 り込まれていた。住居跡の壁は、南東

部分に高さ約0.3m残 っていた。この部分

に、幅約 15cm、 深さ約 4 cmの 周溝が壁に

沿 ってめ ぐる。床面は平坦で、貼 り床な

サ挙
°°つ

。9を0°亥 '9:

第 8図 第51次調査下層遺構図 (1:300)
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どはなされていない。 この住居跡の外側約 1.5～ 2,Omに 、幅約 0.5m、 深 さ約

0.4mの 溝が南側と東側に掘 り込まれており、屋根や外側か らの水を排水する役

割をはたしていたとみ られる。

柱穴の大きさや深 さ、それに満のあり方か らみて調査区の西南部、すなわち

最 も高い所にはこのような竪穴住居が幾度にもわたって建て替え られていたと

考え られる。一方、調査区の東北隅、すなわち最 も低 い所 には、 直径が約

0.4～ 0.5mに およぶ柱穴が多い。これは先ほどみた竪穴住居跡の柱穴よ り格段

に大きく、柱根が残 っていたものをみると、直径が27cmに 達 していた。 ここを

中心に、特に太い柱を必要 とする中期後半 もしくは後期前半の掘立柱建物が集

中的に建て られたとみてよいだろう。

井戸は調査区の東南部分に集中 していた。

遺物は多量の土器 とともに、石器 と骨角器が多量に出土 した。

四分遺跡 (藤原宮第51次調査)の花粉分析

四分遺跡における弥生時代の古環境を推定復元するため、花粉分析による検

討を行 った。採取試料の新鮮な部分より l c� かその整数倍の堆積を取 り出 し、

水酸化カリウム処理 。傾斜法による砂粒の除去・ フッ化水素酸処理・ アセ トリ

シス処理を施 し、適時グリセリンゼリーによるプレパ ラー トを作製 し検鏡 した。

弥生時代後期の井戸 SE5400内 の堆積物か らは比較的よい結果が得 られた。

SE5400内 の堆積物 は、黒灰色か ら暗灰色を呈す る泥で、下位では砂質で植物

遺体や腐植を多 く含み、上位では粘質土 となる。試料採取 は10cm毎 に 12層 準

(上位より試料 1～ 12)で ブロック状 に行 った。試料 5～ 10で は比較的花粉

が多 く産 した。主要花粉の相対的な産出傾向は第 9図のようである。 コナラ属

アカガシ亜属が最 も優占し、試料 10でイラクサ科が高率 となる以外、他に目立 っ

た産出を示す花粉はない。

本遺跡の植物環境は、カシ類などの常緑広葉樹を主 とす る森林の多い環境で

あったと推定される。他にモミ属・ ツガ属・ マツ類・ スギ 。ヒノキ科の針葉樹、

クリー シイノキ属・ ナラ類・ ニレーケヤキ属・ エノキームクノキ属・ トチノキ
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樹 木花 粉 ・ クル ミーサワグル ミ属の広葉樹は周辺地域

の普遍的な森林要素であり、イラクサ科・ イ

ネ科・ カヤツリグサ科・ セ リ科・ ヨモギ属は

周辺に生育 していたと考え られる。 ヨナラ属

アカガシ亜属とイラクサ科は、花粉粒が しば

しば塊で産するため、花粉粒が直接的に堆積

域であるSE5400に もた らされ うる近接 した100%

第9図 SE5400花粉分析結果  地点に生育 していたと考えられよう。イラク

サ科の花粉は著 しい層位的変化を示すが、植物環境の変化 とみるより、イラク

サ科に夏～秋咲きの種類が多いことと近接 した生育を考慮すると、季節性を反

映 している可能性がある。井戸などの遺構内の堆積物の検討はほとんど行われ

ていないため、その堆積物の性格や特異性は明らかでな く、系統だった調査研

究が必要であろう。

(2)第 57次・ 54-15次

(金原正 明 )

(1987年 10月～12月 )

調査地は第51次 調査区と南北道路を狭んだ東側一帯である。第57次 は対象地

区南側の小溝を挟み、北区と小面積の南区とを設けた。第54-15次 調査区は第

57次 北区の西北隅に接続する。

調査区の堆積上の状況は第51次調査区とほぼ同様で、水田耕土・ 床上下 (表

上下約0.6m)は 西南部及び東北部が暗茶褐色粘質上、中央部分は茶褐色粘質土

となり、 これ らの上面で遺構検出を行 った。検出 した遺構は掘立柱建物 2棟、

井戸 2基、道路 1条、自然流路などである。また、北区西南部で行 った下層遺

構の調査では小穴群・斜行溝 。自然河川などを検出した。

建物は第51次同様、南区のみで検出し、北区には建物遺構は存在 しなかった。

SB6100は 桁行 3間・ 梁行 2間 の南北棟建物で、柱間寸法は桁行 2,lm・ 異行

1.8m等間である。東北隅柱穴には柱根が残る。若干方位が北で東に振れる。時

期の決め手はないが、第51次 の建物同様、南面内濠のす ぐ北に位置することか

らすれば藤原宮期の建物の可能性 もあろ う。掘立柱建物 SB6101は 南側柱 1間
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分だけを検出 し、柱間は約1.5mで ある。時期は不明である。

井戸 SE6103・ 6104は 調査区東北部にあ り、 いずれ も素掘 りで ある。 SE 61

03は 一辺約1.3mの隅丸方形で、深さは約 1,2mで ある。堆積土より須恵器壷の完

形品を含む藤原宮期の土器類が少量出土 した。 SE6104は 径約2.5mの 不整円形

で、すりばち状を呈す る。深さは約1.3mで 、 7世紀後半か ら藤原宮期の土器類

が少量出土 した。

道路SF4750は 条坊計画道路の六条条間路で、第51次 検 出遺構 と連続す る。

南北両側溝は幅約0.8～ lm、 深さ0。 3～ 0,4mで 、溝心心距離 は6.5～ 6.8mを

測る。溝埋土か らは 7世紀後半か ら藤原宮期の土器が少量出土 した。

自然流路 SD5332は 第51次検出遺構 に連続す る古墳時代の流路で、第57次調

査区ではごく浅いものとなっている。

下層では、自然流路SD5332の 西岸の線 にはぼそろえて、東南か ら西北方向

へ斜行する弥生時代の自然河川の西岸を検出 した。堆積土中か らは弥生時代後

期主体の土器が完形品を含め多量に出土 した。今回の調査では対応する東岸 に

ついては明確にできなか ったが、土層観察 と一部の掘 り下げによれば、幅20～

25mに 達するものと思われる。この河川のため、今回の調査区内での弥生時代

の生活面は狭 く、後期の斜行溝や中期の小穴群を検出 したにとどまった。

13)第 54-4次 (198r手 6月 )

調査地は第51次 調査区の西側である。調査は東西 6mD南 北 10mの 調査区を

設定 して行 った。検出 した遺構は調査区の西北隅と東南隅の弥生時代後期の 2

基の土坑だけで、藤原宮に関す る遺構は検出できなかった。出土遺物には弥生

時代後期の上器のほか、石槍・偏平片刃石斧・ 砥石などがある。

(4)第 54-16次 (1987年■月 )

調査地は宮大垣西南隅か ら北約80m、 西面南門推定地と宮西南隅のほぼ中間

に位置 し、西面大垣・ 内濠・ 外濠の存在が予想された。調査は南北 2m。 東西

30mの 東調査区と南北 2m。 東西27.5mの 西調査区を設けて行 った。検 出し

た主 な遺構 は西面 大垣 SA 258・ 内濠 SD 1400・ 外 濠 SD 260で あ る。 SA 258

は東調査区の中央で一辺約 1.2mの 柱穴を 1箇検 出 した。SD 1400は 東調査 区
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第10図 第54-16次調査東区遺構配置図 (1:300)
の東側で検出 し、幅 2m、 深 さ0.75mで ある。SD 260は 東調査区西端で東肩

を検出し、西肩は西調査区では検出できず、 さらに西方 に広が っている。SD

260は 上層ではげしく氾濫 しており、その幅が今調査区では35m以 上 となる。

SD260は調査地の制約か ら、埋土上面を確認するにとどまった。

藤原宮西南辺地域調査のまとめ

今回、第51・ 57次及びその周辺の調査によって、藤原宮西南辺地域の様子が

かなり明かとなってきた。第 10。 26次 などの調査結果 と合わせてみると、宮西

面南門か ら南の宮西南辺には官行 としてまとまった建物群は存在 しない。第 51

057次 の北区には全 く建物はな く、第26次の建物まで南北幅約60m、 東西幅は

西面内濠から第57次 調査区まで約 130mの 空間には建物が存在 しない。宮西面中

門を入った南側の一帯は、 これまでの調査によって長大な建物か ら構成される

官行を検出しており、この西方官衝は平城宮馬寮との類似性が指摘されている。

西方官衛地域の南限は宮西面南門までが想定 されているが、今回の調査結果か

らすれば、宮西面南門以南の一帯 も広場 として、西方官行に附属する空間であ

った可能性 も考え られよう。

また、今回の調査区では条坊計画道路である、六条条間路 と西二坊坊間路の

交差点を検出 し、今後の条坊復原にとって貴重な資料を加えることができた。

交差点の状況は各側溝が L字状につながるものである。

今回の調査の もう一つの大きな成果は、小範囲ではあったが、下層遺構の調

査を行 ったことである。その結果、弥生時代中期の竪穴住居跡、大河川などを

検出 し、当時の集落のあり方を知 る重要な知見をえた。

SDl

|
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0

―――X166950
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B.藤 原宮西方官衡の調査

(1)第 54-9次 (1987年 8～ 9月 )

・・・【・・・・・̈一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
　．

この調査は橿原市立鴨公幼稚園への進入道路建設に伴 う事前調査として、橿

原市縄手町で行 ったものである。調査地は藤原宮西方官行地区の一画で、かつ

て鴨公小学校建設に先だって実施 した第 5～ 9次調査 (報 告 Ⅱ)、 鴨公幼稚園

運動場建設に伴 って実施 した第33次調査 (概報 12)の 調査区に近接 している。

調査は道路予定地内に東西 140m。 南北 4mの 調査区を設けて行 った。調査区

の層序は上か ら耕土・ 床土・ 暗黄褐色粘質上の順である。遺構はその下の灰褐

色粘質土・ 茶褐色粘質土・ 灰褐色砂質土上面で検出した。

上坑SK6201は 径2.Om、 深さ0。 2mの 円形の浅いもので、調査区のやや西より

で検出した。埋土か らは藤原宮期の遺物が多量に出土 している。

Y171820

第 11図 第54-9次調査西半部遺構配置図 (1:400)
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第54‐ 9次

第12図 藤原宮西方官衡地域調査位置図
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調査区の西端で、藤原宮直前の遺構である西二坊坊間路SF 1082の 宮内延長

部 とその両側溝 SD6200・ 1070を 検 出 した。 SF 1082の 幅 は側溝心心距離で約

6.4m、 路面幅は約 5。 4mで ある。西側溝 SD6200は幅約 0。 7m、 深 さ約0.25mで、

東側溝SD 1070は 幅約1.3m、 深 さ約1.lmと 西側溝に比 して著 しく深 くなってい

る。約25m北で検出 したSD 1070は 深 さ約0.4mで あるため、そ こか ら南へ急に

深 くなることになる。SD 1070か らは土師器・ 須恵器・ 瓦・ 木製品 。曲物等が

出上 している。

SD 1070の 東約 17mで 掘立柱建物 SB6202の 南側柱 を検 出 した。異行 2間 、

柱間は1.5m等 間の南北棟建物で、一辺約 0,8mの 掘形である。時期は 7世紀後半

と考えられる。

この他に、古墳時代の自然流路や中世の耕作に伴 うとみ られる小溝群等を検

出 している。

今回の調査では、西二坊坊間路の東側溝が西側溝よりも非常に深 く掘 られて

いることが明かとなった。 これまでの藤原京の条坊に関 した調査で、両側溝の

うち一方が深 く掘 られる傾向にあることが判明 しており、今回の調査結果 もそ

れを追認することになった。 しか し、今回の調査結果ほど、両側溝の深さに差

はないことか ら、今後の資料の増加を待 って検討 したい。

12)第 48-17次 (1987年 2月 )

この調査は住宅新築に伴 う事前調査 として、橿原市縄手町で行 ったものであ

る。調査地は大極殿の北にある醍醐池の西、内裏西外郭の西方約 100mの 場所で、

藤原宮西方官行にあたる。また、条坊計画道路の西一坊大路の推定位置で もあ

る。調査は南北 2m・ 東西9.5mの 調査区を設けて行 ったが、東南か ら西北に流

れる幅 4mの 10世 紀代の自然流路を検出するにとどまった。
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3。 左京六条三坊の調査 (第 53・ 54-1次 )

(1987年 2月 ～5月 )

1.第 53次調査

この調査は橿原市木之本町の当調査部の新庁舎予定地において行 ったもので

ある。当該地の調査は1985年 か ら 4次 にわた って実施 し (概報 16・ 17)、 今回

で調査面積は対象地区の 8割強に達 した。今回の調査は第45次の東に北区、第

46次 の東に中区、第46次 の西南に南区を設けて行い、これまでの調査区がほぼ

連続 した。調査区の基本的な層序は これまでと同様で、耕土・ 床土・ 灰褐色砂

質土・ 茶褐色粘質土 (地 山)の順である。以下、各区ごとに概要を述べ る。

(ll 北区

北区は庁舎予定地の東北で、香久山西裾を北流する中の川のす ぐ西側である。

調査区は東西約22m。 南北約55mで 、一部第45次調査区と重複 し、南側は第50

次東区と接する。

調査区は東半が、約 1.5mほ ど低 くなる。西半 は茶褐色砂質土、東半は地山

第13図 左京六条三坊調査位置図
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である茶褐色粘質土上面が遺構検出面である。今回の調査区であ らたに検出

した主な遺構は、掘立柱建物 1棟、井戸 2基、土坑、自然流路などである。 S

B5925は桁行 2間・異行 2間 の小規模な南北棟建物で、柱間寸法 は1.5～ 2.lm

と不揃いである。柱穴か らは12世紀の上器が 出上 した。 SE5920は 径 1.4mの 円

形の素掘 り井戸で、深さは1.2mあ る。奈良時代後半の上器の他、キスタが出土

した。井戸SE59401ま 南北大溝 SD4143の 上層堆積土を掘 りこむ。一辺約0.6m

の方形の縦板組で、深 さは約1.5mあ る。12世 紀の上器が出土 してお り、 SD41

43上 層 と接近 した年代が考え られ る。 SK 5930は 径約 lmの 円形土坑で、11世

紀初頭の上器類が出上 した。調査区北西隅の土層観察で下層に斜行する古墳時

代の流路を確かめたが、流路の砂中に伐採 した自然木の集積部分 SX5922を 検

出 した。 この流路は第46次 検出の自然河川 SD4225と つなが る可能性 もある。

その他、北 区で は東西塀 SA4121・ 南北大溝 SD 4143・ 東西溝 SD 4132な ど

これまでの調査区か らつづ く遺構を検出 した。南北大溝 SD4143は 西岸付近 を

約55m確認 した。上層か らは12世紀を主体 とする遺物が出上 した。前回までに

検出している 7世紀後半の方形区画の外側をめ ぐる東西塀 SA4121は 東へ 1間

分のびた。藤原宮期の東西大溝 SD4130に 注 ぐ南北大溝 SD 4131に 向か って西

流す る東西溝SD4132を東に約5.5m検 出 した。また、45次調査区の西側で、六

条条間路の北側溝SD4139に連続す ると考えていた溝は、今回の調査区では南

方へ曲線を描 くように曲が り、堆積土中に瓦器を含むことか ら、新 しい時期で

あることが半1明 した。

(2)中 区

第50次 東区と第46次調査区との間に、一部第45次調査区と重複 して L字 状の

調査区を設定 した。西半は茶褐色砂質土、東半は茶褐色粘質土上面が遺構検出

面である。あらたに検出 した掘立柱建物 5棟、塀 1条、井戸 1基 の他に、 これ

までの調査区か ら連続する掘立柱建物 1棟、溝 3条を検出 した。

藤原 宮期の遺構  井戸 SE 5950、 大 溝 SD 4143が あ る。 SE 5950は 短径 1.5m・

長径2.Omの楕円プランをもつ素掘りの井戸である。地表下0.9mま ではス リ鉢状

で、それ以下は垂直に掘 り下げ、深さ2.5mで砂層に達する。井戸枠等の施設は
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検出されず、抜きと られた痕跡 もな

い。なお、埋土か ら「□記」 と墨書 し

た土師器杯などが出土 した。南北大溝

SD4143は新たに14mを確認 した。

7世 紀 の遺 構  掘 立 柱 建物 SB 5970

・ 5975・ 4249、  溝 SD 4083・ 4084が

あ る。 SB 5970は 桁 行 2間 (4.2m)

・ 果行 1間 (3.3m)の 南北棟建物。

SB 5975は 桁 行 3間 (4.8m)・ 異 行

2間 (3.4m)の 東西棟建物である。

SB 4149は 桁 行 2間 (2.7m)。 異 行

2間 (2.7m)で西側柱は第46次調査で検
|

▲
二
尺

睡 ヂ

SK4060

Y'610SO                                      Y101040

第14図 第53次調査東 。中区遺構配置図 (1:500)
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出されている。溝 SD4083・ 4084は 第45次調査地か らつづ く素掘 りの東西溝で、

西へ延びて第46次では北へ屈曲 し、それぞれ SD4225・ 4226と 合流す る。 SD40

83は 幅1.0～ 1.lm、 深さ0.2m、 SD4084は 幅0.5～ 0.6m、 深さ0.1～ 0.2mで ある。

中世の遺構  掘立柱建 物 SB 5955・ 5965・ 5971、 塀 SA 5972が あ る。 SB 5955

は桁行 3間 (5m)・ 果行 1間 (2.lm)の 南北棟建物である。 SB5965は 桁行

1間 (3.4m)・ 異行 1間 (2.6m)の 東西棟建物で、北側柱を第45次調査で検出

している。SB5971は 桁行 3間 (5。 2m)・ 異行 2間 (4.2m)の 身舎に北庇がつ

く東西棟建物である。

13)南 区

南区は第46次調査区の西南隅に接す る位置に、

東西約20m。 南北約15mの 調査区を設 けた。遺構

中oは茶褐色砂質土上面で検出 した。検出 した主な遺

構には、掘立柱塀・ 南北道路・ 土坑の他、中世小

溝等がある。

中 m藤原宮期の遺構 いずれも第46次で検出した遺構

第15図
 亀経‰ 500)    と

~一連の もてD~で ある。 南引ヒウ扉SA42821ま 6 FHR ι倉13

mを検出 した。南北塀 SA4283Aは 7間 分 16mを 検出 し、両者 ともさらに南ヘ

延びる。南北道路 は東三坊坊間路 SF 4300で 、東・ 西側溝 SD 4301・ 4302を 伴

う。溝心心距離で7.3mを 測 る。側溝の幅はSD4301が 1.Om、 SD4302が 0.8mで、

遺存状況が非常に悪 く、調査区北端から南 5m付近まで しか検出できなかった。

7世紀の遺構 南北塀 SA 4282の 西 に接す る南北塀 SA 5980を 2間 分 (4m)

検 出 した。他 に土坑 SK 5981、 さらに これよ りもやや古 いと思われ る土坑 SK

5985が ある。

まとめ

今回の調査は、 これまでの調査の補足的なものであり、前年度の報告でまと

めた全体の調査成果についての変更はない。南区では 4町 占地時期である藤原

京 B期 の官衝的建物配置か らみて、建物群の南を限る施設の検出が期待された

が、広場 としての空間はさらに南まで続 くようである。中区では既調査区で検
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出 している南北塀 SA 4320の 東側 に藤原宮期 の井戸 SE 5950を 検 出 した。 SA

4320の 東側はSD 4143ま での約 70mに はまとま った藤原宮期の建物群 は存在せ

ず、南北に広い空閑地 となっている。 これまで藤原宮期の井戸 はSA4320の 西

側の建物群の中にあるSE4335の みで、SE 5950は この時期 の 2基 目の もので

ある。井戸の少ないことはこの遺跡の性格 と関連するのかもしれない。

北区と中区では南北大溝 SD4143を新 たに約 64m確認 したので合わせて約93

mを 検出 したことになる。多少曲折はあるが、西岸はほぼ直線的に通 る。上層

は12世紀までの遺物を含むが、第50次 調査で下層に奈良時代およびそれ以前の

遺物を含む砂礫層を確認 している。今回の調査によって、 この溝が藤原京東堀

河であった可能性が強まった。

2.第 54-1次

この調査は作業場新設に伴 う事前調査 として行 った。調査

地は左京六条三坊西北の坪にあたり、第50次調査 (概報 17)

で検出 した東西大溝 SD4130の 西延長部の検出が予想された。

調査は東西 3me南 北 12.8mの 調査区を設定 して行 った。

調査区の北端で、東西溝を南岸か ら幅2.6m分 検出 した。

南岸が 2段 にな る こと、 および堆積上 の状況 はSD 4130と

一致する。 しか し、想定位置より約10m北 へずれるため、本

調査地 と第50次 との間、約20mで溝が屈曲 していたとみ られ

る。深さは1.6m、 堆積土は 3層 あり、上 。中層は奈良時代、

下層は藤原宮期のものである。

遺物は中層の青灰色粘土か ら木簡 1点が出上 した。「尾張

国海部郡魚鮨三斗六升」 と記 した付札である。ほかに、パル

メット押捺文軒平瓦、山田寺系の単弁 8弁蓮華文軒丸瓦 (四

天王寺 と同絶)が 出土 した。付近に 7世紀中頃の寺院が存在

したことを窺わせる。

(1987年 4月 )

|

Y16783

0                  1om

第16図

第54-1次調査
遺構配置図 (1:200)
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4.左 京一条二坊の調査 (第 56次 )

(1987年 5月～6月 )

この調査は レジャー施設建設に伴 う事前調査 として、橿原市法花寺町で行 っ

たものである。調査地は左京一条二坊のほぼ中央部にあたり、調査は東西27m・

南北30mの調査区を設定 して行 った。遺構は地表下0.3～ 0.8mの 暗灰褐色微砂

質土上面で確認 したが、 この層は調査区東南部ではやや粗砂が多 くなる。

検出した遺構には、藤原宮期の東二坊坊間路 と一条条間路 とその交差点・ 塀、

藤原宮期以前の自然流路・土坑、藤原宮期以降の小溝
。土坑等がある。 ここで

は藤原宮期までの遺構 について報告する。

遺構 藤原宮期の遺構 としては東二坊坊間路 SF6030と 一条条間路 SF 6035と 、

その交差点を調査区中央やや西北よりで検出 した。両者 とも両側に素掘 りの側

|`も ,

識
エ一割

＝
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一
一
一

＝

‐

第17図 第56次調査地周辺図
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溝を伴 う。SF6030の 溝心心距離は約6.5m、 路面幅は5。 5m内 外で、約30m分 を

確認 した。東側溝SD6031は 幅 1,0～ 1.5m、 深 さ0,2～ 0.4mで 、北流 し交差点

ではSF6035の 南・ 北側溝 SD 6033・ 6034が合流す る。 この合流地点か ら北で

は、 SD6031は 水流のため、南に比 して幅が広 くかつ深 くな っている。西側溝

SD6032・ 6040は ともに幅1.2m、 深 さ0.2mで、交差点で西へ L字 に屈曲 し、そ

れぞれ SF 6035の 南・ 北側溝 SD 6036・ 6037と な る。条 間路 SF 6035は 、 坊 間

路 SF6030と 同規模で、約 27m分 を確認 した。 SD 6033・ 6034は 交差点以東の

SF6035の 南・ 北側溝で、幅はともに0.7～ 1.Omで あるが、深 さは数 cmし かな

く遺存状態が悪い。交差点以西の南・ 北側溝はSD6036・ 6037で ある。調査区

の西端では、sD6036は幅1.Om、 深さ0。 3m、 SD6037は 幅1.2m、 深 さ0。 2mで あ

る。なお、南側溝 SD6033と SD 6036は 溝心軸 を概 ね同 じとす るが、北側溝 S

D6034と SD6037では一致せず、食い違 う。

条間路北側溝SD6034の北約 6mの 位置で東西塀 SA6038を 2間分検出 した。

柱間は2.7m等 間である。

条間路 とほぼ平行するこ

とか ら藤原宮期の遺構 と

考え られる。

SK 6039 1ま  SA 6038

の西端の柱穴に切 られる

土坑で、 7世紀代の遺構

であろう。

自 然 流 路 SD 6028は

調査区東南隅か ら西北上

し、坊間路両側溝に切 ら

れつつ調査区の西へ延び

る。灰色粗砂が堆積 して

お り、出土 した土器には

縄文時代 と弥生時代のも

0                                         211m

第18図 第56次調査遺構配置図 (1:400)
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のが少量ある。幅2.0～ 3.5m、 深さ約 0。 2mである。

SD 6027は SD 6028と 同質の灰色粗砂が検 出 されて いる。 SD 6028と 同様 な

自然流路であり、時期 もそれと同時期であろう。

土坑 SK6029は 調査区西南隅で検出 した。藤原宮期の遺構面で検出 したが、

出土遺物か ら弥生時代の上坑 と考えられる。

遺物 縄文時代か ら中世に至るものが出上 した。土器の大半は坊間路側溝か ら

出上 した藤原宮期の土師器・須恵器である。土製品では円面硯・ 土馬が出上 し

ている。また、藤原宮期の丸 。平瓦が少量出上 した。

まとめ 今回の調査では、東二坊坊間路 。一条条間路の交差点 (以下「交差点」

とする)を検出し、藤原京北半部において、条坊を復原するうえで重要な資料

を得た。 ここでは既知の条坊遺構を参照 しなが ら、今回の調査成果のまとめを

行 ってお く。

「交差点」か ら東一坊大路心 (第48次調査、『藤原京左京二条一坊・ 同二条

二坊調査報告』)ま での距離は140,6mあ る。また、宮東方官行地区で検出 した

先行条坊での東一坊大路・ 東二坊坊間路間で も141.lmの数値が得 られている。

これらの数値は、藤原京で推定されている 1町約132mよ りも長いものである。

一方、南北方向では、二条大路と東二坊坊間路の交差点 (推定)か ら「交差点」

までの距離は383.7mと なる。この数値か ら 1町分の距離を求めると127,9mと な

り、従来の推定距離よりも短 くなる。 しか し、 これ らの数値は道路心心間の も

のである。他の藤原京で検出した隣接 した道路における道路心心距離を見ると、

130m弱のものと、135m前後のものの二群に分かれる傾向が認め られる。このよ

うなことは、藤原京の条坊設定の方法が、実態のより明確になっている平城京

での道路心心間の距離を450尺で割 り振 ってい くという方法 とは異 なっていた

ためと考えられる。また、今回の調査等で確認できた 1町の数値の大幅な相違

は、藤原京各条坊の振れが 6分から 1度前後までと偏差が大きく、平城京条坊

の10分 か ら20分程度の振れと比 して、安定 していないことに起因するのか もし

れない。 これ らの解明については今後の周辺地域の調査の進展をまちたい。

―- 30 -一



5.右 京二条三坊の調査 (第 52次 )

(1986年 12月～1987年 1月 )

この調査は国道165号 線橿原バイパスの建設工事 に伴 う発掘調査であ り、同

バイパス関連の調査 と しては第 8次 目にあたる。今回の調査 は第43次調査地

(概報 15)の 北側で国鉄桜井線か ら国道 165号線にいたる約 100mの 区間が対象

となった。同地は右京二条三坊と一条三坊にあたる。調査は東西 7m・ 南北 77

mの 調査区を設定 し、南端 と中央に拡張区を設けて行 った。調査区の層序は、

上層か ら耕土 。床土 。暗褐色粘質土 。黄褐色粘質上の順で、遺構は責褐色粘質

上の上面で検出 した。

検出 した主な遺構は溝・ 塀・ 井戸・ 土坑である。調査区東端および中央拡張

区で検出 した南北溝 SD5287は 西二坊大路西側溝に想定できるが、削平がはな

はだ しく、底部0.lm程度が残存するのみである。南北塀 SA5285は 5間分検出

したが、柱間は1.5～ 1.8mと 不揃いである。SD 5287の 西約 4mに 位置 し、右

京二条三坊東北の坪の東を区画す る塀 と考え られ る。 SA 5285の 北 に接す る

右京二条三坊周辺調査位置図
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SX5286は 「コ」の字状の配置をとり、柱間は2.4m、

SA5285に とりつ く門状の施設 とも考え られ る。塀

は削平のため、 SX5286以北では検出できなかった。

調査区南端で検出 した井戸 SE5280は 、二段の掘形

を有 し、上段は一辺約 3m、 下段は一辺約1.8m、 深

さ2.lmの規模である。井戸枠は下段掘形の北に偏 し

て存在 している。井戸の構造は特異なもので、最下

段に丼籠組の一辺約0.8mの 枠組 もち、その四隅には

柄穴があり、井戸枠を支える柱が立 っていたと想定

~ 
できる。井戸枠は一辺0.6m・ 高さ0.5mの 最下段が残

存 し、井戸枠内には拳大の玉石が充填されていた。

調査区北端で検出 した井戸 SE5290は 不整形な掘形

の中央部に径1.7mの 2段掘形をもつ ものである。井

戸枠はほとんど抜き取 られていたが、一辺0.8m程度

の縦板組の井戸であったと考え られる。 しか し、井

戸枠は検出面下 1.5mま で しか存在せず、それ以下は

素掘 りであるため、井戸の改修が行われたものと考

え られる。 SE5280・ 5290か らは飛鳥Ⅳ・ Vの 上器

が多量に出上 している。

まとめ 今回の調査で検出した主な遺構は西二坊大
十X nao路

の西側溝 SD 5287と 、 2基 の井 戸 SE 5280・ 5290

である。 2基の井戸は出土土器か らみて、藤原宮期

褒:::え訪]査占剤己置図 (1 :500) 
イこ存在 し

'こ

ことイよ明確である。 しか しなが らSE52

80は SA 5285の 南延長線上 に、 また、 SE 5290は SD 5287の 北 延長線 上 に接 し

て存在する。さらに今調査では未検出であるが、西約 100mの 第 41-16次 調査

(概報 15)で検出 した一条大路南側溝の位置か ら想定すると、一条大路幅が約

15mで あればSE5290は 大路の路面上に、幅約 9mで あれば北側溝に接 して立

地す る。 このように、 2基 の井戸はその占地に大きな問題が残るのである。
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6.右 京十一・十二条四坊の調査 (第 54次 )

(1987年 4月～6月 )

この調査は病院新築の事前調査として橿原市石川町で行 ったものである。調

査地は右京四坊の西部にあって十一条 と十二条の境を含み、十一条大路をは じ

め京に関連する遺構の存在が予想 された。調査は東西14m・ 南北53mの 調査区

を設定 し、進行に伴 って 2ケ所で西方に拡張区を設けて行 った。

調査地東半の層序は単純で、表上の直下が花蘭岩質の地山である。中央か ら

西に向かって地山が傾斜 し、その上に整地上の暗褐色砂質上がのる。南端部 。

西端部だけはもと水田に利用されてお り、現地形で も一段下が っている。

検出 した遺構はほとんどが近～現代の穴や溝だが、奈良時代以前 と考え られ

るものに、掘立柱建物 1、 同塀 2、 土坑 1、 溝 1が ある。いずれ も地山面ない

し暗褐色砂質土面で検出 した。藤原京条坊にかかわる遺構は見つか らず、十一

条大路の存否は確定できなかった。

遺構 建物 SB02は 調査区中央西側でその東端を検出 した。桁行 1間 (3.Om)

以上・梁行 3間 (4.8m)の 東西棟と考えられる。柱掘形は一辺約0,7mで 、径約

ご ベ`

逸
一h'ヽ___

副:チ
第21図 右京十一 。十二条四坊周辺図
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0.2mの柱痕跡が残 るものがある。建物の位置が十一条大路想定位置にあたるこ

と、座標北に対 して北でやや西に振れ、東妻が古墳時代の包含層である黒褐色

土面で検出されたことか ら、藤原京の時期の建物 とは考えがたい。 SA03は 調

査区北部西寄 りにある南北塀で、 6間 分 (10,7m)を検出 したが、北か ら 4個

日の柱穴は失われている。SB02と 振れを同 じくす るので同時期の ものであろ

う。 SK 04は SA 03の 西で検出 した三角形 の上坑で、時期 は不明で ある。 SK

05は SB 02の 東北で検出 した円形土坑で、径 0.8m、 深 さ0,76mで ある。底 は丸

第22図 第54次調査遺構配置図 (1:400)

く、内部には古墳時代の甕片・

高杯がつまっており、あるいは

甕棺 か も しれ な い。 SK 06は S

B02の 南にある円形土坑で、径

1.5m、 深さ0.8m以上である。井

戸の可能性 もあるが、浅 く水が

涌いた形跡 もない。時期は不明

で あ る。 SK 07は SK 06の 南 で

検出 した円形の上坑である。内

部に柱状の木が 2本倒れ込んで

おり、井戸およびその屋形か と

思われたが、深さ約 lmと 浅 く、

井戸とは見な し得ない。埋上 に

は小型丸底・ 高杯をはじめとす

る多数の布留式土師器が含 まれ

ていた。SD01は 発掘 区の西部

を縦断する南北溝である。発掘

中は西側の肩を確認できず、地

山の傾斜面に堆積 した土層ない

し幅の広い自然流路であると考

えていたが、断面観察の結果、

キ偽
詩
＼

卿

鍬
就
押
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第23図 SD01土層図 (1:80)

地山傾斜面に古墳時代の上が堆積 し (自 然堆積か人工的な整地かは不明 )、 奈

良時代になってその上か ら溝を掘 り込んだものであるとが判明 した。満の幅は

4.4m、 深 さは1.3mで 、北流する。

遺物 土器・ 施釉陶器・ 土製品・ 瓦・金属製品 。石製品・ 木製品など多様な遺

物が出土 した。土器 は弥生時代か ら近世に及ぶ時期のものが整理箱に約70箱 出

上 した。その大半は藤原宮期か ら奈良時代前半にかけての上師器・ 須恵器で、

主 に南北溝 SD 01か ら出上 した。 ここで は、 SD 01と 古 墳 時代 の上坑 SK 07

(21～ 22)出 上の土器 を一部図示 した (第 24図 )。 SD01か らは大量の平城宮

Ⅱ・ Ⅲの上器に混 じって、 7世紀後半か ら藤原宮期にかけての上器が少量 出土

した。平城宮 Ⅱ・ Ⅲの上器では圧倒的に土師器の出土量が多 く、その 8割 を占

める。供膳・貯蔵・ 煮沸形態の上器がともにあり、煮沸形態の上器の中では土

師器鍔釜 2点 (18)の 存在が注目される。 また、SD01か らは土師器や須恵器

の底部外面に「川桁」、「ナ|1上」、「吉□」 と墨書 した例を含めて 6点の墨書土器

のほか、製塩土器・ 円面硯・ 須恵器蓋の転用硯・完形品を含む土馬十数個体が

出上 した。SK07出 上の上器には、小型丸底壷のほかに高杯・ 甕・ 壷などの上

師器が数十個体あるが、須恵器は図示 した壷のみである。施釉陶器には緑釉椀

と灰釉壷があり、いずれ も包含層か ら出土 した。

瓦は丸・ 平瓦が整理箱に一箱分出土 した。いずれも奈良時代 と考えられ、付

近に奈良時代の寺院跡の存在が予想される。

金属製品には、中世の小溝か ら出上 した現存直径3.2cmの 小型銅鏡のほかに

鉄釘、木製の柄が残 る鉄製刀子がある。

石製品には石鏃 1、 砥石 7、 剥片刃器 2が ある。
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第24図 出土土器 (SD 01土師器 1～ 13,須恵器14～ 19;
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紀寺跡寺域東南部の調査 (1987-1次 )

(1987年 8月～9月 )

明日香村小山に所在す る紀寺跡は、平城京外京の紀寺の前身寺院と考え られ

てお り、1973年 以降の県営明日香緑地運動公園建設に伴 う調査によ って、その

寺域は藤原京左京八条二坊全域の四町を占めると推定 されている。

今回の調査は、寺域内東南部の水田改良工事の事前調査 として実施 した。調

査地の基本的な層序は上か ら、耕土・床土・灰褐色砂質土・ 褐色砂質土 。灰褐

色砂礫・ 黄灰色細砂 。青灰色細砂の順である。遺構は褐色砂質土上面で検出 し

た。調査区の南半では褐色砂質土が薄 く、灰褐色砂礫および黄灰色細砂が露出

する。遺構検出面以下の上層には、自然木 と少量の弥生時代後期の土器が含ま

れている。調査地は飛鳥川右岸に沿 って点々と連なる丘陵の東裾に位置 し、東

側の香久山との間にできた谷地形の低湿地に立地することを示 している。

遺構 主な遺構には大小 16基の上坑があり、他に浅い窪みや小穴、小溝がある。

主な土坑の規模や出土遺物等は

第 1表 に記 したとお りである。

SK 01 ・ 06 ・ 09 ・ 11イまイよイぎ

同規模の東西に長い大型土坑で、

東端をそろえるように 4～ 6m

の 間 隔で南 北 に並 ぶ。 SK 02

～ 05は SK 01の 両 側 に沿 って

2基以上ずつ規則的に配置され

た小型 の土 坑 で あ る。 SK 06

・ 11の まわ りにも、それぞれ小

型 土 坑 の SK 07や SK 17・ 18

があるため、大型土坑 1基 と小

型土坑数基で一組になっていた

と考え られる。 これ らの大小の 第25図 紀寺跡周辺図
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土坑は長辺の壁が垂直に近 く、短辺の

壁が緩やかな船底形をな し、底の中央

 ` ど「Bをととを侯岳:は歩を指騒岳息
167560 共通点が多い。

上坑の埋土はいずれ も 3層 に分けら

れる。下層は砂 。木の葉の間層を数層

狭んだ青灰色粘上で、比較的長期の堆

積層 とみ られ、木製品 と少量の銅滓を
167670

込ゝ くむ。中層は短期間の堆積層で、銅

滓や木炭などの鋳銅関係遺物を多 く含

む。上層は炭化物や瓦を含む暗褐色粘

土の埋立上である。

氾m 土坑SK 10は 大型で下半は東西方 向

第26図 紀寺1987-1次調査遺構酉己置図 (1:300)の 長方形である。上半は不整円形をな

遺 構 規模 (単位m)
長辺×短辺×深さ

鋳銅関係遺物
土器・瓦

(_は 漆容器) 石製品。木製品。木簡

SK01

SK06

SK09

SK10

SKll

SK12

SK02
SK03
SK04
SK05

18× 19× 12
以上

29× 16× 11
以上

36× 18× 11

35× 30× 13

22× 11× 14

09× 08× 08

21× 0,5× 05
14× 07× 07
14× 05× 03
18× 07× 07

銅滓、銅屑、木炭
炉床、姑塙

銅塊

銅滓、銅屑、焼土

炉床

輪羽回、炉床、銅

滓、焼土、金箔

銅板、湯口、銅滓
炉床、木炭

転用対蝸

銅滓、靖塙

転用対塙、焼土

炉床、転用対鍋

須恵器長頸壷・皿

瓦片

土師器皿・杯

土師器甕・鉢

隅切平瓦

土師器杯 。甕・壷

須恵器鉢 。椀 。平瓶

長頸壷・横瓶

軒丸瓦、面戸瓦

土師器甕、須恵器鉢

凸面布目平瓦

土師器甕、須恵器壷

軒丸瓦、隅切平瓦

須恵器甕・杯

瓦片

鋤未成品
木簡「コロ可三万呂」

凝灰岩

木簡「□□国□E」

琴柱、曲物

漆箆、漆壷木蓋、刀子柄、

棒状木製品

木簡「コ下毛野人区J

木簡「□定回」

焼け石
棒状木製品

木片

第 1表 検出主要土坑
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し、遺物に大量の漆容器の壷がある点で他 と異

な る。 また、 SK 12は 柱堀形 に似 た方形 土坑

で、火を受 けた石や、周縁 にいわゆる雷文を配  J
した細弁の軒丸瓦 (第 27図 )が出土 した。 とも

に他の土坑 と同様の堆積状況である。

これ らはすべて一体の土坑群 と考えられる。

遺 物  鋳 銅 関係 遺 物 や SK 10の 漆 容器 、 SK

01等 の木簡が注目される。鋳銅関係遺物には、

炉床・ フイゴ羽口・ II捐などの鋳込みの用具のほかに、湯口やバ リの屑など仕

上げ段階の廃材があるが、製品は見 られない。廃材の大きさによれば、製品は

さほど大きな物ではない。

SK10中 層出上の漆容器には、須恵器平瓶 。長頸壺・ 短頸壷・ 横瓶や粗製の

上師器壷 (第 29図 26・ 27)な ど多 くの器種がみ られ、それぞれ器形の上で も多

様なものである。壺類にはいずれも、国縁及び体部上半で打ち割 って、中の漆

を掻き出 した痕がみ られる。また、木や藁を芯にして布を被せた栓や漆箆 も伴

出することか ら、漆工房の操業終了時に残 った漆を集め、不用物を投棄 した と

考えられる。伴出 した杯類 (第 28図 1～ 5)は藤原宮期かやや古い時期で、漆

は付着せず、底部に墨書や針描きの記号がある。

まとめ 今回検出 した土坑群は紀寺造営に関わ って掘 られ、その終了時に資材

道具を投棄 したものである。SK 10か らは僅かなが らも金箔が出土 してお り、

鋳銅 。漆工・ 箔工が一体 として作業 した工房の廃棄に伴 う土坑 と理解 される。

その時期は出土土器か ら藤原宮期までと考えられる。

紀寺の造営・ 廃絶の時期は不明な点が多い。軒瓦等か ら金堂等の中心伽藍は

7世紀後半代に、南門や大垣は藤原京の造営と併行 して整備されたと考え られ、

金堂跡に瓦窯の作 られる奈良時代末～平安時代初めには廃絶 していたと見 られ

ている。寺域外西南部で も、今回の上坑群 と酷似 した内容の遺物を含む 7世紀

末～ 8世紀初めの上坑群が検出されている。今回検出した土坑群はそれ らとと

もに、藤原京の造営に伴 う寺域内外の整備に関わるものと考え られよう。
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第28図 紀寺出土土器① (SK01 5;SK10 1～ 4。 6～ 13,土師器 1～ 3,
須恵器 4～ 13;漆壷 7～ 13)
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8. その他の調査概要

A.右 京二条一坊 の調査 (第 54-6次 )

(1987年 7月 )

この調査 は駐車場造成 に伴 う事前調査 と して橿原市醍醐町で行 った もので あ

る。調査地 は第48-8次 調査区 (概報 17)の南 にあたる。調査 は南北 4m。 東

西 18mの調査区を設 けて行 ったが、中世の小溝・ 時期不明の 自然流 路 を検 出す

るにとどま った。

B.右 京二条二坊の調査 (第 54-11次 )

(1987年 9月～10月 )

この調査 は集合住宅新築 に伴 う事前調査 と して橿原市醍醐町で行 った もので

ある。調査地 は宮西北隅 に北接す る右京二条二坊 にあた り、北側70mに は長谷

田土壇が存在する。調査は東西 8me南 北 12mの 南区 と

一�65980 東
西 3m・ 南北10mの 北区を設定 して行 った。

検出 した主な遺構は塀・ 井戸・ 土坑である。南区の北

A 讐吾そ:ど :7ビ甘賞苫塁林市:曇辱伊吾算冒妊
・
」ユ

井戸か らは藤原宮期の土師器・ 須恵器・ 製塩土器が出土

している。 SB6001は 掘形の形状か ら中世の建物 と考 え

られる。

今調査地に西接す る右京二条三坊では大規模な建物群

が知 られているが、それに比 して遺構密度は低いもので

ある。また、井戸 SE6000は 坪のほぼ中央 にあり、宅地

�66dOの 使用方法とし
て も変わった配置である。調査地北側の

第30図 第54上 11次調査  
長谷田土壇の位置づ けと、宅地利用の方法 を知 るうえで

遺構配置図 (1:400) も周辺の調査の進展がまたれ る。
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C.右 京七条二坊の調査

(1)第 48-18次 (1987年 2月 ～ 3月 )

この調査は橿原市飛騨町で道路建設の事前調査 として行 ったものである。調

査地は藤原宮西南部の南約 120mで、右京七条二坊に当たる。調査は東西35m i

南北3.3mの調査区を設けて行 った。層序は上か ら水田耕土 。床土・ 灰褐色砂質

上で、その下に西半部では茶褐色粘質土、東半部では灰褐色砂質上の遺構面が

ある。東半部は東南か ら西北方向への弥生時代の旧流路内とみ られる。

検出 した主な遺構は藤原宮期の南北塀、平安時代の溝・ 井戸・ 小穴群等であ

る。南北塀SA5301は 2間 分を検出 し、柱間は南か ら1.9・ 2.lmで ある。南北

大溝 SD5303は 幅 4mを 検 出 したが、東岸 は調査区外である。深 さ0.6mで 、

10世紀頃の溝 とみ られ る。井戸 SE5302は SD 5303の 底で検出 した。一辺 0。 9m

の縦板組で、内側か ら横桟を組合わせて井戸枠を支えている。溝底か らの深 さ

は1.3mである。井戸内か ら 9世紀中頃の上器が出土 した。調査区東半の南北溝

SD5304～ 5308と 、中央部の小穴群は10～ 11世 紀のものである。

主な出土遺物 は、 SD 5303か ら灰釉陶器・ 製塩土器 。瓦、 SE 5302か ら黒色

土器・ 墨書土器・ 製塩土器、8D5306か ら緑釉陶器、小穴群か ら灰釉 陶器、小

溝中か らフイゴ羽日、整地土か ら円面硯等が出上 している。

調査区東端は、第37-6次調査 (概報14)で検出した西二坊坊間路東側溝に

相当する南北大溝の西岸想定位置であるが、後世の溝 SD5303で こわされて、

確認できなかった。南北塀 SA5301は 、西隣の第45-12次調査 (概 報 17)で も

伴 う建物等がな く、性格は不明である。

第31図 第48-18次調査遺構配置図 (1:300)
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(2)第 54-13次

第32図 第54-13次調査
遺構配置図 (1:400)

(1987年 10月 )

この調査は駐車場造成に伴 う事前調査 として、橿原

市飛騨町で行 ったものである。調査地は右京七条二坊

東北坪の中心部 にあたる。調査は東西 9m。 南北21m

の調査区を設けて行 った。検出した主な遺構は建物・

塀・ 土坑である。

調査区東端で検出 した南北塀 SA6010は 2.lm等 間で

10間分確認 した。南端の 2箇の柱穴には柱根が残存 し

ていた。拡張区で検出 した 2箇の柱穴は柱間1.5mで、

おそらく建物であろう。北端で検出 した土坑 SK6008

か らは 7世紀後半の土器が出上 している。

南北塀 SA6010は 周辺での条坊遺構 との関連か らみ

ると、右京七条二坊東北の坪の東西二等分線上にあた

り、坪を東西に画する塀であったと推定でき、半町の

宅地割を確認できたものと考えられる。

0 第54-10次 (1987年 9月 )

この調査は都市計画道路建設工事に伴 う事前調査 として、橿原市飛騨町で行

ったものである。調査地は右京七条二坊にあたり、七条条間路の存在が予想 さ

れた。調査は東西 2m・ 南北 12.5mの 調査区を設けて行 ったが、沼状の堆積 と

それに切 り込む、14世紀前半の上坑を検出するにとどまった。

D。 右京八条一坊の調査

(1)第48-19次 (1987年 3月 )

この調査は市営住宅建替に伴 う事前調査 として橿原市上飛騨町で行 った もの

である。調査地は右京八条一坊にあたり、朱雀大路 も想定 される場所である。

調査は幅 6m、 東西29m。 南北24mの L字状の調査区を設定 して行 い、西端 と
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南端をそれぞれ拡張 した。

検出した主な遺構は調査区南端で検出 した、近世の上坑 。溝である。また、

調査区西端は西へむかう崖であるが、崖上面で近世の整地上を検出 した。朱雀

大路など、藤原京関係の遺構は市営住宅建設時に削平されていた。

(2)第 54-3次                             (1987年 5月 )

この調査は倉庫新築に伴 う事前調査 として橿原市上飛騨町で行 ったものであ

る。調査地は右京八条一坊にあたる。調査は東西 1.4m・ 南北7.3mの 調査区を設

けて行 ったが、河川の堆積層を確認するにとどまった。

E.右 京九条三坊の調査

(1)第 54-7次                        (1987年 8月 )

この調査は宅地造成に伴う事前調査として橿原市城殿町で行 ったものである。

調査地には九条大路が想定 された。調査は幅1.5m・ 長さ 6mの 調査区を 2ケ所

設けて行 ったが、九条大路は検出できなかった。

(2)第 54-18次 (1987年 11月 ～12月 )

この調査は橿原市城殿町の奈良県技能開発センターの校舎新設に伴 う事前調

査 として行 った。調査地は右京九条三坊にあたる。調査は西二坊大路の検 出と

その周辺の宅地利用状況の把握を目的として、敷地南の西二坊大路西側溝想定

位置に東西32m e南北 7mの 南調査区と、敷地中央部の西二坊大路東側溝想定

位置に東西 10m。 南北3.2mの 北調査区を設定 して行 った。

南調査区は、調査区東側の西側溝想定位置では上面から盛土・ 耕土・床土 。

灰色砂の層序となっている。灰色砂には古墳時代遺物 (土師器・ 須恵器・ 焼 け

た木片)な どを包含 しており、藤原宮期の遺構面は認められなかった。調査区

西側では、灰色砂が黄褐色粘上に移行 し、地山となっている。床土 と責褐色粘

土層の間には暗灰褐色砂質土 。暗褐色土が狭在するが、いずれ も中世の整地土
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である。暗褐色土面では数個の柱穴を

検出 したが、検出面・ 掘形の規模等よ

り、中世の遺構の一部 と考えられ る。

北調査区では、層序は耕土・床土・
0                  10m

黄灰褐色砂質土の順になっている。黄

第33図 第54-18次 調査
北区遺構配置図 (1:400) 灰褐色砂質土面は後世の削平を受 けて

おり、 この面で塀および柱穴を検出した。いずれの遺構 も削平により、底部付

近が残存 した状況で、中世の所産 と考え られる。

南北大溝SD01は 調査区西端か ら約3.4mに 位置 し、その西肩 は近時の撹乱に

よって壊されていた。溝幅は検出面で2.lmを 測 り、溢れた状況を示 している。

溝本来の幅は約 1.5mと 考えられる。深さは北側で0.lm、 南側で0.3mを 測る。溝

内の堆積土は炭の混 じる暗褐色土で、藤原宮期の上師器・ 須恵器が多量に出土

した。SD01は 検出位置 。規模・ 出土遺物等 よ り、西二坊大路東側溝 と考え ら

れる。

塀 SA02は 柱間 1.1～ 1.2mで、調査区東側 にまで続 いている。一部 は南北大

溝の東肩部で も検出されており、南北大溝より新 しい塀である。その他の柱穴

も南調査区検出の柱穴 と相似 し、何 らかの中世の遺構 と考え られる。

F.右 京九条四坊の調査 (第 54-8次 )

(1987年 8月 )

この調査は宅地造成に伴 う事前調査 として、橿原市城殿町で行 ったものであ

る。調査地は右京九条四坊にあたり、九条大路の存在が予想 された。調査 は東

西 6m。 南北30mの 調査区を設けて行 った。

検出 した主な遺構は溝・塀・ 土坑である。調査区南端で検 出 した東西溝 SD

2225は 中邑1.3m、 深さ0.3mあ り、下層は砂層で流水の痕跡を残 し、上層は粘質土

で埋め立て られた様相を示 している。位置的にみて、九条大路の南側溝 と考え

られる。

東西塀 SA2235は 柱間2.4mの 1間 分を確認 しただけだが、右京九条四坊東南

―- 46 -―



の坪の南側を区画する塀と考えられる。柱穴は現状で0。 2mと

浅
莞莫癸書きξl梧をね勇争2亀ζ環伝調査で検出している。一 A
は大官大寺講堂下層 の SD 517が 北側溝 (概 報 10)に 、 二

は左京九条三坊での SD 50が 南側溝 (概 報 11)と 考 え られ

ている。 これ らと今回検 出 した SD 2225を 勘案すれば、九

条 大路 SF 2230は 側 溝心心距離で幅約 15mと 推定で きる。

今調査 区で も、 SA 2235の 位置か らみて、 幅 は約 15mと 推

定できる。

遺物 はSD 2225か ら藤原宮期 の上師器・ 須恵器・ 土馬・

円面硯が出上 した。北端の上坑からは 7世紀後半代の上器が

出土 している。

九条大路は藤原京条坊で確認 した最 も南の道路遺構である。

第34図 第54-8次調査
遺構配置図 (1:400)

G.右 京十一条四坊の調査 (第 54-2次 )

(1987年 4月 )

この調査はマンション建設に伴 う事前調査 として橿原市石川町で行 った もの

である。調査地は東西 10m・ 南北 8mの調査区を設定 して行 ったが地表下2.5m

まで沼状の堆積で、予想された下 ツ道・ 十一条条間路は検出できなか った。

H.左 京二条三坊の調査 (第 54-17次 )

(1987年 12月 )

この調査は店舗新築工事に先立ち、橿原市出合町で行 ったものである。調査

地には東三坊坊間路の存在が推定 された。調査は坊間路及び関連遺構の確認を

目的として、東西16m・ 南北23mの調査区 とその東北に接 して東西 15m e南 北

5mの小調査区を設けて行 った。調査区の土層は耕土・ 床土・ 灰色砂質土・ 茶

褐色土の順で、遺構 は地表下0.5m前 後にある茶褐色上の上面で検出 した。
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第35図 第54-17次調査遺構配置図 (1:500)

検出 した主な遺構には、東三坊坊

間路 と土坑があり、その他に時期不

明の小穴や中世の小溝がある。東三

坊坊間路SF 4300は 、調査区の東側

でその東西両側清を検出 した。西側

溝 SD01は 幅 0。 9m、 深 さ0.25m、 東

側溝SD02は 幅0.7m、 深さ0.25mで、

両側溝は心心距離で6.7mを 測る。 こ

の SF4300は 当調 査地 の南約 1,3km

の地点でも検出しており (第 46・ 50・ 53次 調査、概報16～ 18)、 そ こでは側溝

の幅0.6～ 1.lm、 深さ0.4m前後、両側溝の心心距離が7.3m強 であることが確認

されている。SK03は 発掘区北寄りで検出 した東西3.Om、 南北 1.5m、 深さ0.6m

の方形の土坑で、西辺には幅約 0,2mの板材が残 っていた。本来は四周を粋板で

囲んでいたものと考え られる。埋土か ら藤原宮期の上器が出土す るものの、性

格は不明である。

今回検出した東三坊坊間路は、当初の予想位置より東に偏 っていた。先述の

第46次調査等で検出 した道路遺構 と結ぶ線は、座標北に対 し約 6分北で西 に振

れるが、藤原京の他の条坊の振れと比較すると相当に小さい値である。また、

当調査地の西方で確認 された東二坊坊間路 (第 56次調査
。本概報 )と の心心間

距離 も270mを 超え、同様に東に偏るきらいがある。ただ し、遺構の状況か らこ

の 2条の溝が坊間路の両側溝である可能性は高い。また、東西30mに わたる調

査範囲内で これに代わる条坊遺構 もない。今のところは坊間路 と考え、今後の

検討に委ねたい。

I.左京七条三坊の調査 (第 54-14次 )

(1987年 10月 )

この調査は地区集会所建設に伴 う事前調査 として、橿原市木之本町で行 った

ものである。調査地は左京七条三坊にあたり、調査は東西 3me南 北 7mの 調
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査区を設けて行 った。

検出した主な遺構は東西棟建物 と土坑である。建物は身舎部分の 2箇所の柱

穴を検出 したにとどまる。建物規模 は不明であるが、一辺約 lmの 掘形、径

0.3mの 柱痕跡を有するため、かなり大規模なものであると推定できる。土坑か

らは製塩土器を含む、 6世紀前半の土器が出上 している。

J.左京八条一坊の調査 (第 54-12次 )

(1987年 10月 )

この調査は資材置場造成に伴 う事前調査 として、橿原市上飛騨町で行 った も

のである。調査地は藤原宮の真南にある日高山丘陵の頂上付近に位置 し、左京

八条一坊西北の坪の西隅にあたる。調査は東西 14m・ 南北 lmの調査区を設けて

行った。約0.5mの 表土層を除去す ると、花南岩風化土の地山となる。地山面は

調査区の西端で急に傾斜 し、旧地形の様子が明かとなった。検出 した遺構 は現

代の小土坑だけで、藤原宮期その他の遺構は検出できなかった。

K.左 京八条三坊の調査 (第 54-5次 )

(1987年 7月 )

この調査は住宅建設に伴 う事前調査 として、明日香村小山で行 ったものであ

る。調査地は東三坊坊間路の想定位置に近接する。調査は東西 9m・ 南北 4m

の調査区を設定 して行 ったが、なんらの遺構 も検出できなか った。

L.田 中廃寺1987-1次

(1987年 11月 )

この調査は法万寺本堂改築に伴 う事前調査 として、橿原市田中町で行 った も

のである。調査地付近は田中廃寺あるいは田中宮跡 と想定されている場所であ

り、関連 した遺構の検出が予想 された。

調査は東西2.8m・ 南北3.Omの西調査区と、東西7.Om・ 南北3.Omの 東調査区を

設けて行 った。西調査区の層序は、上か ら表土 (現本堂 に伴 う造成土 )・ 炭混
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0                100m

第36図 田中廃寺周辺調査位置図

暗褐色土・ 焼土層・ 炭焼土混黄褐色山土・ 山土混焼土層・ 明黄褐色山土・ 暗灰

粘質土・ 暗灰褐色粘質土・ 灰褐色砂質上の順である。遺構は炭焼土混黄褐色山

土・ 明黄褐色山土・ 灰褐色砂質土上面で、それぞれ小穴・ 小土坑・ 小溝等を検

出 した。遺物は、炭混暗褐色土か ら暗灰褐色粘質土まで、いずれ も14世 紀前半

の土師器の小皿が出土 している。従 って、比較的短い間に火災 と整地が くりか

えされたものとみ られる。また、下層遺構の確認のために、一部を掘 り下げた

が、遺構は検出されず、遺物 も出上 しなかった。東調査区の層序 も西調査区 と

基本的に同 じである。東調査区では、中世の環濠の西肩を検出 した。環濠は幅

5m以上、深さ 2m以上の規模である。環濠の上端は西区で検出 した山上によっ

て覆われていることか ら、14世紀前半の整地の過程で埋め戻されたもの とみ ら

れる。

今回の調査では中世の遺構を検出しただけで、田中廃寺・ 田中宮跡に関連 し

た遺構を確認す ることはできなか った。 しか し、今回の調査で も、 7世紀代の

瓦が少量出土 している。今後の周辺の調査によって田中廃寺 。田中宮跡の実態

が明 らかになることを期待 したい。
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